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❸ 広報おばま　令和 元 . 12 広報おばま　令和 元 . 12❷

徳行卓越功労
　

平
成
15
年
か
ら
田
烏
青
少
年
自

然
の
家
に
お
い
て
、
ま
た
、
21
年

か
ら
は
市
内
各
小
学
校
に
お
い
て

小
学
生
な
ど
を
対
象
に
へ
し
こ
・

な
れ
ず
し
の
製
造
体
験
を
実
施
し
、

食
品
添
加
物
を
使
用
し
な
い
伝
統

的
な
製
造
技
法
の
次
世
代
継
承
に

尽
力
さ
れ
、
本
市
の
食
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
もりした

下 佐
すけひこ

彦 さん
（76 歳・田烏）

社会福祉功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
28
年
か
ら
は
小

浜
市
民
生
委
員
協
議
会
連
合
会
理

事
お
よ
び
第
４
民
生
委
員
協
議
会

（
宮
川
・
松
永
・
遠
敷
地
区
）
副
会

長
と
し
て
、
協
議
会
の
運
営
と
活

動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
みやざき

﨑 建
た て お

雄 さん
（73 歳・竜前）

保健衛生功労
　

昭
和
59
年
か
ら
現
在
ま
で
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
地
域
に
お
け
る

食
生
活
改
善
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
19
年
か
ら
小
浜
市
食
生
活

改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
理
事
、
副

会
長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
協
議
会

の
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 小

お だ に

谷 清
き よ み

美 さん
（67 歳・本保）

教育文化振興功労
　

平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、
18
年
か
ら
毎
年
夏
に
、

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
中

国
西
安
市
と
の
間
で
西
安
市

の
高
校
生
を
本
市
に
受
け
入

れ
、
ま
た
、
本
市
の
高
校
生

を
西
安
市
に
派
遣
し
、
青
少

小浜市国際教育協会 

自治振興功労
　

平
成
15
年
か
ら
市
議
会
議
員
を

４
期
16
年
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、

小
浜
市
議
会
副
議
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
の
整
備
促
進
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
交
通
基
盤
整
備
、
生
活
環

境
の
向
上
、
農
業
振
興
や
ま
ち
づ

く
り
の
発
展
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

三
み き

木 尚
たかし

 さん
（65 歳・下加斗）

文化奨励賞《奨励の部》
　

平
成
８
年
か
ら
国
分
文
化
財
愛

護
少
年
団
育
成
会
の
活
動
を
支
援

し
、
18
年
に
同
会
の
代
表
に
就
任
。

国
分
寺
釈
迦
堂
の
清
掃
な
ど
に
尽

力
さ
れ
、
本
市
の
文
化
財
保
護
活

動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
伝
承
す
る
働
き
か
け

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 中

なかがわ

川 健
けんいち

一 さん
（57 歳・国分）

社会福祉功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
28
年
か
ら
は
小

浜
市
民
生
委
員
協
議
会
連
合
会
理

事
お
よ
び
第
６
民
生
委
員
協
議
会

（
口
名
田
・
中
名
田
地
区
）
会
長
と

し
て
、
協
議
会
の
運
営
と
活
動
の

充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 四

よ も

方 好
よしかず

和 さん
（68 歳・東相生）

文化奨励賞《奨励の部》
　

舞
台
芸
術
作
品
づ
く
り
や
文
化

祭
芸
能
大
会
な
ど
で
の
裏
方
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
身
に
付
け
た
高
い
技
術
で
裏

側
か
ら
舞
台
芸
術
を
支
え
、
現
在

に
至
る
ま
で
数
多
く
の
舞
台
づ
く

り
や
各
種
舞
台
美
術
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
今

後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 北

きたがわ

川 敏
さとし

 さん
（45 歳・新保）

産業振興功労
　

平
成
18
年
か
ら
阿
納
体
験
民
宿

組
合
の
副
会
長
、
会
長
と
し
て
、

教
育
旅
行
の
誘
致
・
受
け
入
れ
に

よ
る
宿
泊
客
の
増
加
と
地
域
活
性

化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
狭
小
浜
民
宿
推
進
協
議
会
会
長
、

若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会
副
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の
観
光
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
かわはら

原 和
か ず お

夫 さん
（66 歳・阿納）

徳行卓越功労
　

平
成
14
年
か
ら
雲
浜
い
き
い
き

サ
ロ
ン
代
表
と
し
て
、
毎
月
２
回

雲
浜
一
丁
目
区
会
館
に
お
い
て
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
企
画
運
営
さ
れ
、

介
護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く
り
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

20
年
か
ら
26
年
ま
で
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 青

あおやま

山 祐
ゆ う こ

子 さん
（76 歳・雲浜一丁目）

社会福祉功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
常
に
地
区
の
実
情
把
握

に
努
め
、
住
民
の
相
談
指
導
や
生

活
指
導
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

田
た な か

中 健
けんいち

一 さん
（72 歳・尾崎）

産業振興功労
　

昭
和
58
年
に
小
浜
水
産
食
品
協

同
組
合
を
設
立
し
、
平
成
14
年
ま

で
初
代
理
事
長
と
し
て
組
合
の
運

営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
小
浜
水
産
食
品
セ
ン
タ
ー
（
現

若
狭
小
浜
お
魚
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設

し
、
本
市
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
知
名

度
向
上
に
努
め
ら
れ
、
水
産
業
と
観

光
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 木

き ざ き

﨑 五
ご い ち

一 さん
（89 歳・今宮）

自治振興功労
　

平
成
19
年
か
ら
選
挙
管
理
委
員

を
３
期
12
年
務
め
ら
れ
、
選
挙
の

適
正
な
執
行
管
理
お
よ
び
明
る
い

選
挙
の
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
23
年
２
月
か
ら
令

和
元
年
６
月
ま
で
は
、
委
員
長
と

し
て
委
員
会
の
運
営
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

中
な か の

野 武
たけし

 さん
（65 歳・深野）

社会福祉功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、教
育
委

員
の
経
験
を
生
か
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

28
年
か
ら
は
小
浜
市
民
生
委
員
協
議

会
連
合
会
理
事
お
よ
び
第
６
民
生
委

員
協
議
会
（
口
名
田
・
中
名
田
地
区
）

副
会
長
と
し
て
、協
議
会
の
運
営
と
活

動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
やまざき

﨑 正
しょうはく

博 さん
（58 歳・下田）

教育文化振興功労
　

昭
和
45
年
か
ら
現
在
ま
で
華
道
の

指
導
を
、
60
年
か
ら
現
在
ま
で
茶
道

の
指
導
を
続
け
て
お
ら
れ
、
日
本
文

化
の
継
承
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
華
道
・
茶
道
の
講
師
と

し
て
、
公
民
館
、
学
校
、
団
体
な
ど

地
域
で
の
指
導
も
続
け
ら
れ
、
後
進

の
育
成
と
本
市
の
文
化
水
準
を
高
め

る
こ
と
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 政

まさみち

道 智
ち ず こ

津子 さん
（81 歳・水取二丁目）

文化奨励賞《功労の部》
　

昭
和
63
年
に
口
名
田
短
歌
会
が

結
成
さ
れ
て
以
来
、
短
歌
の
創
作
を

続
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
に

は
県
の
短
歌
大
会
で
県
知
事
賞
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
30
年
に
は

文
芸
部
長
と
し
て
、
小
浜
市
文
化

協
会
常
任
理
事
に
就
任
す
る
な
ど
、

文
芸
創
作
活
動
を
通
じ
て
本
市
の

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
ふるたに

谷 智
さ と こ

子 さん
（78 歳・上中井）

自治振興功労
　

平
成
11
年
か
ら
市
議
会
議
員
を

５
期
20
年
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、

小
浜
市
議
会
議
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線
の
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
の
決
定
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
交
通
基
盤
整
備
、
生

活
環
境
の
向
上
や
ま
ち
づ
く
り
の

発
展
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 清

し み ず

水 正
まさのぶ

信 さん
（75 歳・山手一丁目）

社会福祉功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
主
任

児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
常

に
児
童
に
関
す
る
実
情
把
握
に
努

め
、
相
談
指
導
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
28
年
か
ら

は
小
浜
市
民
生
委
員
協
議
会
連
合

会
理
事
と
し
て
、
協
議
会
活
動
の
充

実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
かわばた

畑 潤
じゅんこ

子 さん
（70 歳・池河内）

産業振興功労
　

平
成
16
年
か
ら
小
浜
商
工
会
議

所
議
員
、
28
年
か
ら
現
在
ま
で
常
議

員
を
務
め
ら
れ
、
本
市
の
産
業
振
興

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
議
所
の
「
街
づ
く
り
委
員
会
」

な
ど
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
積

極
的
に
活
動
さ
れ
、
中
心
市
街
地
活

性
化
や
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
やまもと

本 治
はるかず

和 さん
（64 歳・加茂）

令
和
元
年
度

市
長
表
彰
・

文
化
奨
励
賞

　

令
和
元
年
度
の
小
浜
市
長
表
彰
、
文

化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
、
11
月
３
日
に

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
市
長
表
彰
15

個
人
１
団
体
と
文
化
奨
励
賞
３
個
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ  

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
２

年
間
の
異

文
化
交
流

お
よ
び
相

互
理
解
の

促
進
に
貢

献
さ
れ
て

い
ま
す
。



市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われるお金

市民 1 人当たりの
市債残高（借金）

市民 1 人当たりの
基金残高（貯金）

※ 9 月 30 日現在の人口　29,257 人

… 124,413 円

… 575,920 円

… 557,753 円

…   63,456 円

市民一人あたりで換算しました

広報おばま　令和元 . 12 ❹❺ 広報おばま　令和元 . 12

職員給与の公表

■特別会計

会　計　名 予 算 額
収　　入 支　　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険事業 30 億 405 10 億 3,754 34.5 11 億 143 36.7
後期高齢者医療 3 億 6,949 1 億 1,947 32.3 1 億 1,730 31.7
介護保険事業 33 億 6,864 13 億 7,802 40.9 13 億 3,213 39.5
簡易水道事業 9,046 3,412 37.7 3,210 35.5
下水道事業 17 億 1,829 8 億 9,447 52.1 7 億 2,999 42.5
農業集落排水事業 4 億 6,776 1 億 1,788 25.2 2 億 1,129 45.2
漁業集落環境整備事業 7,117 1,746 24.5 2,050 28.8
加斗財産区運営事業 5 1 18.7 0 6.8

■水道事業会計（企業会計）
収　　入 支　　出

予 算 額 収入済額 執行率 予 算 額 支出済額 執行率
収益的収支 5 億 278 2 億 4,499 48.7 4 億 677 1 億 6,222 39.9
資本的収支 2 億 6,636 0 0.0 4 億 5,409 1 億 1,448 25.2

（単位：万円・％）

■一般会計（歳出）
科　　目 予 算 額 支出済額 執行率

議会費 1 億 8,447 8,827 47.8
総務費 23 億 2,051 8 億 716 34.8
民生費 46 億 6,563 16 億 871 34.5
衛生費 16 億 6,398 5 億 546 30.4
労働費 1 億 7,366 1 億 4,161 81.5
農林水産業費 8 億 7,502 2 億 8,340 32.4
商工費 6 億 2,970 3 億 5,288 56.0
土木費 26 億 3,228 9 億 9,130 37.7
消防費 6 億 818 3 億 6,491 60.0
教育費 14 億 453 4 億 3,175 30.7
災害復旧費 0 0 -　
公債費 16 億 8,172 8 億 2,563 49.1
予備費 1,000 0 0.0

合　　計 168 億 4,968 64 億 108 38.0

（単位：万円・％）

■一般会計（歳入）
科　　目 予 算 額 収入済額 執行率

市税 36 億 3,996 19 億 4,049 53.3
地方譲与税 1 億 4,000 4,419 31.6
利子割交付金 600 140 23.4
配当割交付金 1,700 456 26.8
株式等譲渡所得割交付金 1,700 0 0.0
地方消費税交付金 5 億 8,700 3 億 753 52.4
自動車取得税交付金 2,200 1,379 62.7
環境性能割交付金 700 0 0.0
地方特例交付金 2,000 2,433 121.6
地方交付税 50 億 8,900 33 億 5,462 65.9
交通安全対策特別交付金 300 132 43.9
分担金及び負担金 2 億 1,277 6,985 32.8
使用料及び手数料 2 億 6,446 1 億 4,167 53.6
国庫支出金 21 億 1,084 5 億 1,658 24.5
県支出金 21 億 4,735 1 億 8,396 8.6
財産収入 2,399 441 18.4
寄附金 3 億 20 5,340 17.8
繰入金 1 億 5,348 0 0.0
繰越金 2 億 6,474 5 億 8,616 221.4
諸収入 5 億 5,124 6,847 12.4
市債 12 億 7,267 0 0.0

合　　計 168 億 4,968 73 億 1,673 43.4

（単位：万円・％）

（単位：万円・％）

平成 31 年 4月 1日現在の給与の状況、職員数と人
件費を公表します（一部平成 30年度支給割合含む）。
職員の給与および定員については、詳細を市公式
ホームページで公表しています。

※市職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務
　員法に基づき、市議会の議決を経て市の条例で定め
　られています

■問い合わせ　総務課　☎ 64・6002

ー給料と手当ー
●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

経験年数 10 〜 14 年 15 〜 19 年 20 〜 24 年
大学卒 272,900 円 299,700 円 361,600 円
高校卒 221,700 円 269,500 円 309,600 円

●一般行政職員の学歴別初任給
小浜市 国

大学卒 170,100 円 180,700 円（Ⅱ種）
高校卒 148,600 円 148,600 円

●職員の平均給料月額と平均年齢
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 304,400 円 40 歳 6 カ月
技能労務職 278,200 円 53 歳 10 カ月

●期末、勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

  6 月 1.225 カ月 0.90 カ月 2.125 カ月
12 月 1.375 カ月 0.95 カ月 2.325 カ月

計   2.60 カ月 1.85 カ月   4.45 カ月

●退職手当
自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年 19.6695 カ月 24.586875 カ月
勤続 30 年 34.7355 カ月   40.80375 カ月
最高限度額   47.709 カ月       47.709 カ月

●扶養手当
月　額

配偶者    6,500 円
子  10,000 円

配偶者、子以外の扶養親族    6,500 円

●通勤手当
月　額

交通機関利用の職員 6 カ月定期の額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 31,600 円

●住居手当
月　額

借家に居住   限度額 27,000 円

●特殊勤務手当
　危険、困難な職務についたときに支給。手当は９種類

●特別職の報酬、手当
月　額 期末手当

市　長 850,000 円
  6 月…1.575 カ月
12 月…1.775 カ月副市長 710,000 円

教育長 630,000 円
議　長 440,000 円

  6 月…1.575 カ月
12 月…1.775 カ月副議長 370,000 円

議　員 350,000 円

ー職員数と人件費ー
●部門別職員数（各年 4月１日現在）

職　員　数
平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年

一般行政関係 233 人   233 人   230 人
教育行政関係 32 人 30 人 29 人
公営企業関係 32 人 33 人 32 人

計 297 人 296 人 291 人

●職種別職員数（平成 31年 4月１日現在）
職 員 数

部長、部次長、課長、主幹 56 人
課長補佐（保育園長含む）、企画主査 62 人

主査、主事、保育士など 171 人
技能労務職 2 人

計 291 人

●職員給与費（平成 31年度当初予算）
金　額

給　　料 10 億 8,587 万円
職員手当   6 億 2,151 万円

計 17 億 738 万円
1 人当たりの給与費 569 万円

●人件費（平成 30年度普通会計決算額）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

167 億 8,418 万円 25 億 3,833 万円 15.1％

令和元年度上半期の財政状況

【小浜市の財産と市債】
■市財産の現在高
土地 1,147,732㎡
建物 182,305㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,300 万円
出資による権利 1 億 1,390 万円

基金
一般会計 18 億 5,652 万円
特別会計 6 億 5,378 万円

■市債、一時借入金の現在高
一般会計 163 億 1,819 万円
特別会計 151 億 9,538 万円
企業会計 14 億 6,422 万円
一時借入金 0 万円

4 月 1 日〜 9 月 30 日の予算の執行状況な
どをお知らせします（9 月 30 日現在）。
数値は表示桁未満を四捨五入していますの
で、合計などが合わない場合があります。

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

給
　
与

  毎月決まって
  支給されるもの

  特別な職務や
  特殊な勤務に
  ついたときに
  支給されるもの

  臨時に支給
  されるもの

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当

退職手当

住居手当

扶養手当

給料

通勤手当

職員給与の仕組み

財政課  古
ふるたに

谷 主事

健全かつ
持続可能な
財政運営に

取り組んでいます
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れいなん森林組合の広域合併 10 周年イベント「森
も り

林
の恵感謝祭」が開催（森

も り

林の水 PR 館・10 月 20 日）

活動任務を限定した消防団員「機能別団員」を市
長らが激励（若狭消防組合消防本部・10 月 21 日）

「おたまじゃくしのだいぼうけん」で市内の子ど
も8人が登山や火起こしを体験（丸山・11月4日）

小浜漁港でズワイガニが今季初の大漁。ずらりと並ぶ
トロ箱に笑顔を見せる競り人（川崎三丁目・11 月 11 日）

御 食 国 若 狭 倶 楽 部 が 鯖 街 道 沿 い に 通 行 者 用
の 案 内 標 識 板 を 設 置（ 針 畑 峠・10 月 19 日 ） 25 周年の節目を迎えた「ミュージックフレンズ」

が記念コンサートを実施（文化会館・10 月 20 日）

大阪から「大笑い若狭おばまの旅」で約 40 人が来
市し落語や箸研ぎ体験を楽しむ（旭座・11 月 10 日）

木に親しんで玩具や工作楽しむ

〝ワンチームで活動〟意気込む

古代に “ タイムスリップ ” し大冒険

大量に並んだ〝V サイン〟

鯖街道の道しるべに 節目彩るコンサートで演奏披露

決意新たにさらなる飛躍を誓う

上方落語が縁 ツアー客が来訪

Photo フォトニュース

News若狭東高校「創立百周年記念式典」が開催され
関係者や在校生ら約700人が祝う（金屋・10月26日）

小浜中央青果が若狭フィッシャーマンズ・ワーフと連携
して地場産野菜の販売会を実施（川崎一丁目・10 月 27 日）

青果業者と観光施設が初コラボ

「御食国・和食の祭典 in 若狭路 2019」の開催前日に各地の
料理人らによる意見交換会を実施（食文化館・10 月 25 日）

乳児を抱いて避難を体験

京と “ 御食国 ” 伊勢・志摩・若狭が集結

今富小 4 年生が昭和 28 年台風 13 号で被災した地元
住民から水害の恐ろしさを学ぶ（和久里・10 月 18 日）

被災地巡り南川の災害の記憶をたどる

「小浜助産師会うぶごえ」が乳児と母親らを対象に
防災の訓練体験を実施（若狭総合公園・10 月 30 日）
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 12月予定の主なものをお知らせします

■桂福丸旭座落語会
　▶とき　12 月２日㊊
　　　　　① 16 時〜（落語３席）　　　　

　　　　　② 19 時 30 分〜（落語２席）

　▶出演　桂
かつら

福
ふくまる

丸（落語家）

　▶料金　①前売り 2,000 円、当日 2,300 円

　　　　　②前売り 1,300 円、当日 1,500 円

　問桂福丸事務局☎ 090・2047・3754

■始めませんか「エシカル消費」
　〜あなたの消費が未来を変える！

　人や社会、環境などに配慮した「エシカ

ル消費」に関するイベントを開催します。

　▶とき　12 月 8 日㊐ 13 時 30 分〜

　▶内容　①ドキュメンタリー映画「バ

　　　　　　レンタイン一揆」上映

　　　　　②講演会「私も世界も幸せに。

　　　　　　フェアトレードを知ろう！」

　　　　　　講師：市民団体「Y
イ エ ロ ー

ellow ？」

　　　　　③フェアトレード商品の販売

　 問消費生活相談室（生活安全課内）

　　 ☎ 64・ 6007

■旭座クリスマスジャズナイト
　▶とき　12 月 15 日㊐ 18 時〜

　▶出演　白
し ら い

井淳
あ つ お

夫（ジャズ・サクソフォー

　　　　    ン奏者）ほか

　▶料金　1,500 円

　問小浜地区まちづくり協議会☎ 53・2010

■まちの駅クリスマスイルミネーション
　▶期間　11 月 22 日㊎〜 12 月 25 日㊌
　　　　　（点灯は 17 時〜 21 時）

　 問まちの駅☎ 52・2000

くらしの情報

【クリスマスイベント】
おはなしかい＆まつぼっくりツリー作り

と　き　12 月 7 日㊏ 10 時 30 分〜

対　象　幼児〜小学生（幼児は保護者同伴）

定　員　先着 20 人（前日までに要申込）

内　容　おはなし会の後に、オリジナルの「ま
　　　　つぼっくりツリー」作りや、館内に展
　　　　示するクリスマスツリーの飾り付け

※図書館からのクリスマスプレゼントもあります

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　12 月 21 日㊏ 11 時〜

市立図書館　今月のイベント
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集
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館
な
ど
を
会
場
と

　

す
る
文
化
活
動

▼
申
込
方
法　

文
化
会
館
に
設
置
の
申
込

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
申
込
期
限　

令
和
２
年
１
月
15
日
㊌

※
採
択
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
提
案
内
容

　

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
う
え
申
請
者
に
通
知

　

し
ま
す

※
市
の
予
算
の
範
囲
で
事
業
予
算
を
配
分

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

「
ス
マ
イ
ル
☆
ラ
ン
チ
教
室
」
参
加
者

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
取
り
方
を
学

ぶ
体
験
学
習
型
の
昼
食
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
が
作
っ
た
一
品
料

理
か
ら
、
各
自
の
適
量
を
選
ん
で
組
み
合

わ
せ
る
教
室
で
す
。

▼
と
き　

12
月
24
日
㊋
11
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南
川

　

町
）

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
父
母

　

や
祖
父
母
な
ど
）

▼
定
員　

先
着
20
組

▼
料
金　

一
人
１
０
０
円

▼
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー
ま
で
電
話

　

な
お
、
住
民
票
の
写
し
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
よ
り
、
性
別

の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。



みんなで住みよいまちづくり
　家電製品や粗大ごみ、建設廃材などを、山林など人
目につきにくいところへ不法に投棄したり、野外で焼
却したりする事例が相次いでいます。
　ごみは適正な処分を心がけ、不法投棄や悪質な野外
焼却を防ぎ、住みよい町をつくりましょう。

「不法投棄」や「野焼き」は法律で禁止！
　ごみ（廃棄物）の処理について、「廃棄物処理法」
の規定により、次のような場合、５年以下の懲役また
は 1,000 万円以下の罰金（またはその両方）が課さ
れることがあります。

①みだりに廃棄物を捨てた場合

②廃棄物を焼却した場合

　※たき火やどんど焼きなど、法令で定められた方法や

　　公益上または社会の慣習上やむを得ない場合を除く

③指定廃棄物「硫酸ピッチ※」を、法令で定められた

　方法によらず保管・収集・運搬または処分した場合

　※石油の精製過程で生じる副産物の化学物質

見つけたら通報を！
　廃棄物の不法投棄や野焼きを見つけたら、次の連絡
先、または環境衛生課へ通報してください。

広報おばま　令和 元 . 12 ❿⓫ 広報おばま　令和 元 . 12

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

ふ
く
い
林
業
カ
レ
ッ
ジ
研
修
生

農
林
水
産
課

　

県
内
で
の
林
業
就
職
を
目
指
し
、
１
年

間
で
林
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
、令
和
２
年
度
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

条
件
を
満
た
す
人
に
は
、
研
修
期
間
中

令
和
２
年
度
小
浜
市
奨
学
生

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
１

わ
か
さ
わ
ん
親
子
自
然
教
室（
冬
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
心
や
自
立
へ
の
意
欲
を
育
む
と
と

も
に
、
保
護
者
が
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
機
会
の
提
供
を
目
的
に
、
一
泊
二
日

の
親
子
自
然
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊏
〜
15
日
㊐

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

健
康
・
福
祉

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
最
後
の
生
活
習
慣
病
健
診
で

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
12
月
４
日
㊌
、
12
月
10
日
㊋

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

市
内
医
療
機
関
で
の
生
活
習
慣
病
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

特
定
・
基
本
健
診（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
）

が
受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
は
、
次

の
９
カ
所
で
す
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集
団

健
診
は
、
本
年
度
は
12
月
10
日
㊋
が
最
後

で
す
。
以
降
は
、
次
の
９
カ
所
で
個
別
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
機
関　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜

　

病
院（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

　

者
は
受
診
不
可
）、い
ち
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

木
村
医
院
、
し
ん
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

田
中
整
形
外
科
、
田
中
病
院
、
中
山
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
、に
し
お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

本
馬
医
院

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

　

人
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
市
外
に
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

夜間のＨＩＶ（エイズ）検査・相談
　12 月 1 日の「世界エイズデー」に合わせ、夜間検査を実
施します。検査で早期発見・早期治療につなげましょう。

▶と  　き　12 月２日㊊ 17 時 30 分〜 19 時 30 分
▶と こ ろ　若狭健康福祉センター（四谷町）
▶内  　容　血液検査・相談
▶料　  金　無料
▶問い合わせ　若狭健康福祉センター☎ 52・1300

※感染の心当たりのある日から3カ月以上経ってから受検して
　ください
※検査結果は、約１週間後に面接にてお伝えします（電話で
　はお伝えできません）
※エイズ検査に合わせて、B 型・C 型肝炎ウイルス検査も同時に
　受けられます。
★ 定例のエイズ検査・肝炎検査も行っています
　 毎月第 1・第３月曜日　９時〜 10 時 30 分

B 型肝炎患者への救済
無料電話相談会

　幼少期の集団予防接種などで注射
器が使い回されたことにより、B 型
肝炎ウイルスに感染したと認められ
る人には、国から給付金が支給され
ます。
　B 型肝炎北陸弁護団では、給付金
の請求に関する無料電話相談会を、
次の通り実施します。

▶と　き　令和 2 年 1 月 11 日㊏
　　　　　13 時〜 17 時

▶相談・問い合わせ
　B 型肝炎北陸弁護団
　☎ 0776・30・1371

しない！ させない！ 見逃さない！

ごみの不法投棄や野外焼却
■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

〜 12 月は「不法投棄等防止啓発強調月間」〜

一人で悩まず相談してください

放
送
大
学
４
月
入
学
生

福
井
大
学
放
送
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

　
放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
所
管
す
る
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
関
わ
ら
ず
、
幅
広
い
科
目
を
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

11
月
26
日
㊋
〜
令
和
２
年

　

３
月
17
日
㊋

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）

　

※
道
の
駅
若
狭
お
ば
ま
（
和
久
里
）
発

　
　

着
の
送
迎
バ
ス
あ
り
。14
日
13
時
発
、

　
　

15
日
14
時
ご
ろ
着

▼
内
容　

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
、
そ
ば

　

打
ち
体
験
な
ど

▼
対
象　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

　

20
人
程
度
（
先
着
順
）
※
小
学
４
年
生

　

以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
能

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

12
月
２
日
㊊

▼
申
込
方
法　

子
ど
も
未
来
課
に
申
込
書

　
（
同
課
に
設
置
）
を
提
出
ま
た
は
市
母

　

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長
宛
て
に
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
52
・
６
６
５
１

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
校
・
高
専
・

　

専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
を

　

希
望
し
、
貸
付
要
件
を
満
た
す
人

※
貸
付
要
件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
奨
学
資
金　

い
ず
れ
も
月
額
で
、【
高

　

校
・
高
専
】
１
万
円
【
専
修
学
校
】
２

　

万
円
【
短
大
・
大
学
】
３
万
円

▼
返
済
期
間　

修
業
か
ら
６
年
以
内
（
無

　

利
子
・
無
担
保
）

▼
申
込
方
法　

令
和
２
年
２
月
13
日
㊍
ま

　

で
に
申
込
用
紙
を
教
育
総
務
課
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
各
中
学
校
・
高
校
に
設
置

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

　

※
12
月
４
日
は
胃
が
ん
検
診
な
し
。
10

　
　

日
は
子
宮
頸
・
乳
が
ん
検
診
な
し
。

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

【不法投棄 110 番】
☎０７７６・２０・０５８４

通
報
先

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
在
住
外
国
人
が
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
に
日
本
語
を

教
え
る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
は
日
本
語
で
行
う
た
め
、
外
国
語

を
話
せ
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊏
、
21
日
㊏
、
令
和

　

２
年
１
月
11
日
㊏
、
18
日
㊏
い
ず
れ
も

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
全
４
回
）

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
対
象　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
受

　

講
後
に
市
近
郊
で
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

▼
定
員　

先
着
20
人
（
要
事
前
申
込
）

▼
講
師　

正ま
さ
だ田
暁あ

き
こ子
さ
ん
（
青
池
調
理
師

　

専
門
学
校
日
本
語
科
教
員
）

▼
受
講
料　

５
０
０
円
程
度
（
教
材
代
と

　

し
て
、
全
４
回
の
合
計
）

▼
申
込
期
限　

12
月
９
日
㊊

▼
申
込
方
法　

商
工
観
光
課
ま
で

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
１
９

に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
ふ
く
い
林
業
カ

レ
ッ
ジ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
事
務
局
☎
０
７
７
６
・

　

38
・
０
３
４
５



広報おばま　令和 元 .12 ⓬⓭ 広報おばま　令和 元 .12

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

施設

12 月 １月

問い合わせ・備考25
㊌

26
㊍

27
㊎

28
㊏

29
㊐

30
㊊

31
㊋

1
㊌

2
㊍

3
㊎

4
㊏

5
㊐

市
役
所

各課窓口 ○ ○ ○ × × × × × × × × × 市役所（代表）☎ 53・1111
12 月 29 日㊐〜1 月 3 日㊎の出生、死
亡などの「戸籍の届け出」「火葬の予約」
は、宿日直の職員が受け付けします市民サービス

コーナー × × × ○ × × × × × × ○ ○

市立図書館 ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ☎ 52・1042

中央公民館 ○ ○ ○ × × × × × × × × ○
☎ 53・1111（内線 439）
※各地区公民館については各館に問い
　合わせてください

温水プール ○ ○ × × × × × × × × × × ☎ 53・0450

市民体育館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 53・0085

総合運動場 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ☎ 58・0837

子育て支援
センター ○ ○ × × × × × × × × × ○ ☎ 56・3386

食文化館 × ○ ○ × × × × × △
※

△
※

△
※

△
※

☎ 53・1000
※ 1 月 2 日㊍〜5 日㊐は 10 時〜16 時まで

濱の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
※ ○ ○ ○ ○ ☎ 53・4126

※ 1 月 1 日㊌は 7 時オープン

濱の四季 × ○ ○ △
※ × × × × △

※
△
※

△
※

△
※

☎ 53・0141
12 月 28 日㊏、1 月 2 日㊍〜 5 日㊐は
昼（11 時〜 14 時 30 分）のみ営業

道の駅
「若狭おばま」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × △

※ ○ ○ ○
☎ 56・3000
※ 1 月 2 日㊍は 10 時〜18 時まで物販
　 施設のみ営業（フード部門は休み）

まちの駅 旭座 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 52・2000

あいあいバス ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
※

北陸新幹線・総合交通推進課☎ 64・6067
※毎週日曜日は事前予約が必要です

ごみの収集 ○ ○ ○ × × ○ △
※ × × × × ×

環境衛生課☎ 64・6016
※ 12 月 31 日㊋は、火曜収集地域の可
　 燃ゴミに限り回収（施設への持ち込
　 みはできません）

クリーンセンター ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ☎ 53・5550
受付時間は 9 時〜16 時まで

リサイクルプラザ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × ×

☎ 59・9000
受付時間は 9 時〜16 時まで
年内に事業所でリサイクル可能な資源ご
みを持ち込む場合は 12 月 27 日㊎まで
に環境衛生課の承認を受けてください。
個人は不要です

し尿のくみ取り 年末は大変込み合いますので、12月 16日㊊までに
予約してください ㈱アクアテック☎ 64・5460

○…平常業務　×…休館・休業　△…一部のみ／時間変更■年末年始の業務ガイド

【講評】
　やまなみ保育園は、園児がさまざまな緑と触れ合う取り
組みの一つとして、グリーンカーテンの作成に取り組みま
した。
　同園のグリーンカーテンは、玄関横に設置して、屋内外
両面から緑を楽しんでいたようで、良好な生育状況や省エ
ネ効果が大きく評価されました。
　今回の団体部門には、保育園のほか、市民団体からの応
募もあり、それぞれ特徴ある作品が見られました。

【講評】
　森田さんは、自宅の窓際にグリーンカーテンを設置しました。
　今年も大変暑い夏でしたが、窓を覆うキュウリの葉が青々
とよく茂り、その生育状況の良さが受賞の決め手となりま
した。また、グリーンカーテンの大きさも高く評価されま
した。
　今回の家庭部門全体では、ゴーヤーやキュウリといった実
のなる植物だけでなく、アサガオなど花を楽しむ植物を使っ
た作品も多く見られ、さまざまな工夫がされていました。

　「グリーンカーテンコンテスト２０１９」の最優秀賞が決定しました。
　市では、地域でグリーンカーテンの取り組みが広まるように、市内
の家庭や事業所を対象に、平成 29年度からコンテストを行っています。
　８月から９月にかけて募集したところ、団体部門６件、家庭部門５
件の応募があり、10月２日の審査委員会で賞を決定しました。環境衛生課☎ 64・6016

グリーンカーテンコンテスト 最優秀賞決定

　市では、郷土の偉人・杉
す ぎ た

田玄
げんぱく

白の功績をたた
え、毎年、「食と医療」などのテーマに沿った
進歩的な研究や取り組みを実施している人の中
から、功績顕著な人を表彰しています。
　７月から募集を行ったところ、全国から 17
件の応募があり、10 月 20 日に実施した審査委
員会で、右の２人が「杉田玄白賞奨励賞」に選
ばれました。

【団体部門 最優秀賞】
やまなみ保育園（水取４丁目）

【家庭部門　最優秀賞】
森
も り た

田さん宅（高塚）

田
た べ

部 絢
あ や こ

子 さん
（立命館大学 准教授）

発達障がいと保護者の食の困難の実態などを
解明し、学術書『発達障害等の子どもの食の
困難と発達支援』を執筆

河
かわむら

村 敦
あ つ こ

子 さん
（山口大学大学院  講師）

優れた降圧効果や生活習慣病指標の改善効果
を示す、和食を基にした「改訂版 D

ダ ッ シ ュ

ASH 食事
療法（D

ダ ッ シ ュ

ASH−J
ジ ャ ン プ

UMP）」を企業と協力し開発

第 18回「杉田玄白賞奨励賞」の
受賞者が決定

文化課☎ 64・6034

その一歩が、
未来をつくる

と　き　12月 14日㊏ 13 時〜
ところ　杉田玄白記念公立小浜病院（大手町）
※入場無料、申込不要

記念講演会
および

表 彰 式

記念
講演

発達障害等の子どもの食の困難と発達支援
〜当事者の声から食べられないを探る〜

記念
講演

西洋の科学と和食文化の融合〜健康を取り戻
すためのDASH−JUMP食事療法の開発〜



広報おばま　令和 元 . 12⓮⓯ 広報おばま　令和 元 . 12

男子卓球部　キャプテン

課
題
の
発
見
が
上
達
の
チ
ャ
ン
ス

（小浜中学校 2年生）

　

小
学
２
年
の
と
き
、
市
内
の
卓
球
ク
ラ

ブ
に
所
属
す
る
姉
の
影
響
で
同
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
て
以
来
、
競
技
に
打
ち
込
む
河
原

く
ん
。
球
の
回
転
や
技
の
多
さ
な
ど
、
競

技
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
、
現
在
は
15
人

の
部
員
が
所
属
す
る
小
浜
中
学
校
男
子
卓

球
部
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
行
わ
れ
た
地
区
大
会
で
は
、
団

体
の
部
で
３
位
。
個
人
の
部
で
は
、
河
原

く
ん
が
テ
ン
ポ
の
速
い
攻
撃
を
武
器
に
優

勝
を
果
た
し
、県
大
会
に
進
み
ま
し
た
。「
試

合
や
練
習
の
中
で
課
題
が
見
つ
か
っ
た
と

き
が
上
達
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
チ
ー

ム
全
体
で
課
題
に
向
き
合
い
、
練
習
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
「
技
術
面
・
精
神
面
と
も
頼
ら
れ
る
キ
ャ

プ
テ
ン
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
む
河
原

く
ん
。
顧
問
の
岩い
わ
も
と本
先
生
も
「
率
先
し
て

準
備
な
ど
を
行
う
姿
や
高
い
技
術
力
は
部

員
の
模
範
に
な
っ
て
い
る
」
と
評
し
ま
す
。

　

同
部
の
目
標
は
、
団
体
の
部
で
地
区
大
会

に
優
勝
し
、
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
。
個

人
の
部
で
は
県
ベ
ス
ト
４
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
河
原
く
ん
は
、「
目
標
達
成
へ
の

壁
は
高
い
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

乗
り
越
え
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

河
か わ ら

原 稜
り ょ う ま

真 く
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

若
狭
の
海
で
一
番
を
目
指
す

（19歳・下竹原）

　

底
引
き
網
漁
船
「
第
十
五
金
廣
丸
」
の

乗
組
員
と
し
て
働
く
村
古
さ
ん
。「
漁
師
の

家
に
生
ま
れ
、
父
親
の
背
中
を
見
て
育
つ

中
、
物
心
が
つ
く
こ
ろ
に
は
漁
師
に
な
る

と
決
め
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
と
、
地
元
の
漁
協
か

ら
の
紹
介
で
、
県
が
県
漁
連
な
ど
と
運
営

す
る
「
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
」
に
入
校
。

仕
事
を
し
な
が
ら
座
学
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
漁
業
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
10
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
底
引
き
網

の
漁
期
に
は
、
一
日
の
大
半
を
船
で
過
ご

し
ま
す
。
自
然
が
相
手
な
の
で
先
の
予
定

が
立
て
づ
ら
い
な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
」

と
語
る
一
方
で
、「
努
力
が
目
に
見
え
て
水

揚
げ
に
反
映
さ
れ
、
捕
れ
た
魚
の
分
だ
け

苦
労
が
報
わ
れ
る
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

船
の
上
で
は
一
瞬
の
判
断
ミ
ス
が
命
取

り
に
な
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
中
、「
段
取
り

よ
く
作
業
を
行
う
な
ど
、
い
か
に
父
で
あ
る

親
方
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
が
今
後
の
課

題
」
と
意
気
込
む
村
古
さ
ん
。「
人
よ
り
多

く
の
漁
を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
漁
に
必

要
な
経
験
を
積
み
勘
を
養
う
こ
と
で
、
若
狭

で
一
番
の
底
引
き
網
漁
船
を
目
指
し
ま
す
」

と
力
強
く
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

村
む ら こ

古 崇
た か し

誌 さ
ん

勤務先　第十五金
きんこう

廣丸

らり！小浜人き 燃えろ！青春！部活道
　

若
狭
東
高
校
の
調
理
室
で
地
域
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
や
菓
子
を
開
発
し
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
来
場
者
に
振
る
舞
っ
て
い
る

生
活
研
究
部
。
生
活
創
造
科
の
生
徒
を
中

心
に
１
〜
３
年
生
の
女
子
19
人
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

　

部
長
を
務
め
る
泉
さ
ん
は
、
中
学
生
の

こ
ろ
か
ら
菓
子
作
り
が
好
き
で
、
高
校
入

学
と
同
時
に
同
部
に
入
部
。
菓
子
作
り
の

魅
力
を
「
お
菓
子
が
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
達
成
感
は
も
ち
ろ
ん
、
何
を
作
る
か
考

え
、
作
業
す
る
過
程
そ
の
も
の
が
楽
し
い
」

と
語
り
ま
す
。

　

同
部
で
は
現
在
、
毎
年
12
月
に
地
域
の

高
齢
者
ら
を
学
校
に
招
き
、
料
理
で
も
て

な
す
「
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
」
に
向
け
た

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
中
で
す
。

　
「
部
員
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
熊
川
葛く
ず

な
ど
を
使
っ
た
料
理
の
試
作
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
泉
さ
ん

は
、「
私
た
ち
３
年
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
が

最
後
の
活
動
発
表
の
場
。
お
客
さ
ん
に
お

い
し
く
、
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
自
身
も
楽
し
ん
で
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
会
に
し
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生活研究部　部長

（若狭東高校 3年生）
泉
いずみ

  瑠
る な

奈 さ
ん

お
い
し
い
料
理
で
地
域
交
流
を

多
く
の
人
に
手
話
に
親
し
ん
で
ほ
し
い

　

手
話
技
術
の
向
上
と
聴
覚
障
が
い
者
と

の
交
流
を
目
的
に
活
動
す
る
手
話
サ
ー
ク

ル
「
八
百
姫
」
に
は
、
50
代
か
ら
70
代
の
10

人
が
所
属
。
月
２
回
の
勉
強
会
や
、
近
隣
市

町
で
の
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る

の
が
楽
し
み
」
と
い
う
、
会
員
の
濱
坂
さ

ん
（
写
真
右
）。
両
耳
が
全
く
聞
こ
え
ず
、

手
話
の
ほ
か
、
口
や
唇
の
形
を
読
み
取
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
す
。

活
動
の
魅
力
に
つ
い
て
、「
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
出
会
い
、
社
会
に
参
加
す
る
場
が
あ
る

の
が
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
年
12
月
に
開
か
れ

る
「
障
害
者
問
題
を
共
に
考
え
よ
う
小
浜

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
手
話
通
訳
と
し
て
参
加
。

代
表
の
松
下
さ
ん
（
同
左
）
は
、「
２
年
前

に
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
、
緊
張
で
手

が
震
え
た
が
、
周
り
の
人
た
ち
の
フ
ォ
ロ
ー

に
、
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

松
下
さ
ん
は
、
サ
ー
ク
ル
の
今
後
の
目

標
に
つ
い
て
、「
市
内
の
学
校
で
出
前
講
座

の
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
さ
ら
に
多

く
の
人
に
手
話
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手話サークル　八
や お ひ め

百姫

（52歳・府中）

松
ま つ し た

下 笑
え み か

佳 さ
ん

（79歳・大湊）

濱
は ま さ か

坂 千
ち ず こ

鶴子 さ
ん



『
お
薬
手
帳
』
を
忘
れ
ず
持
参

　

熱
が
あ
る
、
全
身
が
だ
る
い
な
ど
の
漠
然

と
し
た
症
状
の
場
合
、
想
定
す
る
病
気
が
た

く
さ
ん
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
原
因
と

な
る
疾
患
を
絞
り
込
む
た
め
に
は
、
診
察
や

詳
し
い
問
診
が
必
要
で
、
そ
の
と
き
服
用
し

て
い
る
薬
の
情
報
を
必
ず
尋
ね
て
い
ま
す
。

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
情
報
が
、
診
断
や
治

療
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
情
報
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
診
療
に
遅
れ
が
生
じ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
普
段
、
他
院
に
か
か
っ
て
い

る
人
は
、
救
急
外
来
を
受
診
す
る
際
は
忘
れ

ず
に
『
お
薬
手
帳
』
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
慮
せ
ず
に
受
診
し
て
だ
さ
い

　

重
篤
な
人
を
受
け
入
れ
る
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
開
か
れ

た
救
急
外
来
で
も
あ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と

で
受
診
し
て
い
い
の
？
」
と
遠
慮
せ
ず
、
必

要
な
と
き
に
は
気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
の
と
び
ら

健
康

救
急
総
合
診
療
科
っ
て
？

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

救急総合診療科の
職員

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

救
急
総
合
診
療
科
は
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
と
し
て
重
症
・
緊
急
の
人
を
受

け
入
れ
る
窓
口
で
あ
る
と
同
時
に
、
時

間
外
（
平
日
午
後
や
夜
間
、
休
日
）
の

診
療
を
行
う
部
署
で
も
あ
り
ま
す
。
24

時
間
３
６
５
日
、
７
人
の
救
急
医
と
12

人
の
看
護
師
が
２
交
代
制
で
診
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
を
診
て
く
れ
る
の
？

　

け
が
や
腹
痛
、
中
毒
な
ど
内
容
を
問

わ
ず
医
療
が
必
要
な
人
す
べ
て
を
診
察

し
ま
す
。「
専
門
は
内
科
の
た
め
外
傷
患

者
さ
ん
は
診
ら
れ
ま
せ
ん
」
や
、「
耳
や

眼
は
専
門
外
な
の
で
耳
鼻
科
や
眼
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
疾
患
の
特

殊
性
か
ら
診
断
で
き
な
い
こ
と
や
、
発
症

直
後
に
受
診
し
て
も
、
あ
ま
り
に
病
気
の

初
期
段
階
の
た
め
に
診
断
が
つ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

初
期
対
応
の
あ
と
、
必
要
に
応
じ
て
翌

日
な
ど
に
各
専
門
科
を
受
診
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

知ってほしい
、

役に立つ事業
をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル

二十歳の節目を祝う「成人式」と
企画・運営する「実行委員会」

■問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

責
任
あ
る
「
大
人
」
と
し
て
の

門
出
を
祝
う

　

成
人
式
は
、
そ
の
年
度
に
満
20
歳
を
迎
え

る
若
者
た
ち
を
激
励
し
祝
福
す
る
行
事
で
、

全
国
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
私
た
ち
が
よ
く
知
る
形
式
の
成
人

式
は
、
昭
和
21
年
に
埼
玉
県
で
開
か
れ
た

「
青
年
祭
」
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
が
全
国
に
広
が
り
、
昭
和
23

年
に
公
布
さ
れ
た
祝
日
法
で
「
成
人
の
日
」

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
１
月
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実行委員会から、新成人のみなさんへ

会議で積極的に意見を交わす
実行委員たち

令和２年 成人式

【と    き】令和２年１月 12 日㊐ 
　　　　 13 時 30 分〜

【ところ】文化会館
【内   容】式典
　　　　 アトラクション（ビン
　　　　 ゴゲーム・恩師紹介
　　　　 など）
                記念写真撮影

誓いの言葉を述べる

新成人代表

昨年度の成人式の様子

新
成
人
が
企
画
・
運
営

「
成
人
式
実
行
委
員
会
」

　

本
市
の
成
人
式
は
、
市
長
や
親
な
ど
が

見
守
る
中
、
新
成
人
が
大
人
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
誓
う
「
式
典
」
と
、
自
分
た

ち
で
企
画
・
運
営
す
る
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

の
２
部
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
新
成

人
が
参
加
し
ま
す
。

　
「
成
人
式
実
行
委
員
会
」
は
、
そ
の
年
の

新
成
人
の
有
志
が
集
ま
り
結
成
す
る
組
織

で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
・
運
営
を
担

い
ま
す
。

　成人式実行委員会では、有志５人
が、人生でたった一度しかない成人
式をみなさんの思い出に残るものに
できるよう活動しています。

　当日は、全員が参加して楽しめる
企画などを考えています。

　同級生や恩師と再会し、ともに大
人としての門出を祝う成人式に、み
なさんの参加をお待ちしています！

スーツや晴れ着で、
式に参加する新成人

中学３年生当時の恩
師が登場し、思い出
話で盛り上がったア
トラクション

　冬が旬の魚といえば、何と言ってもフグ。中でもトラ
フグは、「フグの王様」と呼ばれています。
　嶺南地域は、日本海側で唯一、海面でトラフグの養殖
を行っている地域で、日本最北端の養殖地でもあります。
　市内では、主に阿納区で養殖が行われており、一年を
通しておいしく食べることができます。
　若狭湾は、雪解け水の影響で、他のフグの養殖地に比
べて水温が低い期間が長く、３月～５月ごろまで続きま
す。そのため、身が締まって歯ごたえがしっかりした肉
質で、うまみを十分に蓄えたフグが育ちます。
　若狭湾で養殖されたトラフグは、登録商標「若狭ふぐ」
として、京阪神を中心に好評を博しています。
　また、市内で若狭ふぐ料理を提供する宿泊施設は、「若
狭ふぐの宿」として、県の認証を受けています。

若狭ふぐ第
３
回

山・川・里・海の「旬」な恵みを食卓へ！

　トラフグは繊細な性格で、ストレスがた
まりやすい魚のため、自然に近い環境で工
夫を凝らし、品質向上に努めています。
　いよいよ冬も間近。フグが最もおいしい
この季節に、ぜひ、民宿や取り寄せで、若
狭ふぐの鍋や刺身を楽しんでください。

【
生
産
者
の
思
い
】

■問い合わせ　農林水産課☎ 64・6024

御食国 若狭おばまの
食材めぐり
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■法律や行政・その他の相談

■休館日

市立図書館 3 日㊋・10 日㊋・15 日㊐・17 日㊋・
24 日㊋・28 日㊏〜 31 日㊋

温水プール 2 日㊊・9 日㊊・16 日㊊・23 日㊊・
27 日㊎〜 31 日㊋

若狭図書学習
センター

2 日㊊・9 日㊊・16 日㊊・23 日㊊・
29 日㊐〜 31 日㊋
※ 19 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

15 日㊐・29 日㊐〜 31 日㊋
※ 22 日㊐は機器のメンテナンスなど
　のため、マイナンバーカードの交付
　や継続などの手続きはできません

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 3 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 12 日㊍、26 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

行政相談 17 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 19 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

結婚相談 19 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

法律相談（消費生活トラブル）※ 26 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

■子育て情報

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

クリスマス会※
4 日㊌
10 時〜11 時

サンタクロースとのふれあいなどを楽しみ
ましょう。

今富公民館
問子育て支援センター☎ 56・3386

親子運動遊び※
6日㊎、20 日㊎
10 時〜11 時

子どもと一緒に体を動かして遊びます。親
子でのふれあいを楽しみましょう。 子育て支援センター

問同☎ 56・3386
誕生会※

18 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いを
しましょう。

子育てワイワイ広場
9 日㊊、23 日㊊
9 時 30 分〜 12 時

未入園児の親子に 2 階和室を開放してい
ます。交流の場としてどうぞ。

健康管理センター
 問同☎ 52・2222

母乳育児相談
9 日㊊、23 日㊊
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・
哺乳量の測定も可能です。

スクスク元気っ子教室
17 日㊋
受付：10 時〜 10 時 30 分

離乳食の試食や相談、発育・発達、育児
など子育て相談。身体計測も可能です。

■体や心・生活の相談

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問い合わせ

精神保健相談※
3日㊋、17 日㊋
9 時 30 分〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。 若狭健康福祉センター

問同☎ 52・1300
エイズ・肝炎相談、検査

2日㊊、16日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や
相談（月〜金）を受けることができます。

こころの相談※
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
11日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
4日㊌
10 時〜18 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
12日㊍
13 時 30 分〜15 時

認知症予防の活動や相談ができます 。
※参加費 100 円

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
3日㊋
10 時〜12 時

認知症予防に関わる人たちの憩いの場です。
 ※参加費 100 円

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問 F

エフ

フォーラム武
む と う

藤さん☎ 090・2039・9705

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど
※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、
会計課）では、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

※市民福祉課では、マイナンバーカードに関する手続き・問い合わせについて、月・火・木曜
　日（祝日・年末年始を除く）の窓口を 18 時 30 分まで延長しています。

窓口の延長について

1 日㊐　 ★にしお内科クリニック（南川町） ☎ 53・2407

8 日㊐　 ★山手医院（山手一丁目） ☎ 53・5511

15 日㊐　 いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

22 日㊐　 ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

29 日㊐　 ★田中整形外科医院（千種一丁目） ☎ 52・6868

30 日㊊　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

31 日㊋　 ★山手医院（山手一丁目） ☎ 53・5511

広告随時募集中
お問い合わせは市民協働課まで

☎ 64・6009

年始については、12P の「業務ガイド」をご覧ください
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写真連載Life
輝く子どもたち

●立冬（11月 8日）、小雪（22日）が過ぎ、寒
さを引き連れた冬の足音が聞こえてきました▶
「カメムシが多い年は大雪」と言われますが、今
年は近所で見かけることも少なく安心していた
ところ、ある新聞に『モズのはやにえ小浜で 1.7
㍍』との記事が掲載▶どちらが正しく占われて
いるか楽しみな反面、どちらが当たってもいい
ように雪の季節に備えていこうと思います（竹）

●長く続いた暑さもようやくおさまり、朝夕の
寒さに秋の深まりを感じられるように▶６Pに
掲載した「御食国・和食の祭典」と、同時開催
の「OBAMA食の祭り」では、会場に漂う各地
の名物の香りに、取材中にお腹が「グー」と鳴
る始末▶「食欲の秋」が過ぎれば次は「冬の味覚」
カニやフグの出番が続きます▶「腹の虫」の鳴
き声はまだまだおさまる気配もありません（池）

編 

集 

後 

記

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

人の動き（11月１日）

【人　口】29,261人  （前月比  +4人）
【世帯数】12,128世帯

【男性】 14,380人
【女性】 14,881人

【転入】73人   【転出】59人
【出生】25人   【死亡】35人

小浜美郷小学校・４保育園交流「秋祭り」（金屋・11 月 8 日）




